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概要 
自動車産業においてブレーキ系統部品等には高強度で、均一 
肉厚のかつ寸法形状精度を有する小物深絞り成形品が要求さ 
れている。本研究室では円筒容器状成形品の加工に際し、深 
絞り・しごき加工と同時に容器底部に対向圧縮荷重を作用さ 
せる加工法を開発し、破断しやすい容器肩部の材料強度の向 
上、容器側壁部への材料流動を助長させ、かつ寸法形状精度 
の向上や工程数削減に寄与できる成形法を提案した。 
現在までの研究の進捗状況 
(1) 材料流動および強度向上のための複合深絞り法の開発 
(2) 複合深絞り法の成形性に及ぼす加工条件の影響と形状予測 
(3) 張出し/絞り成形加工を利用した円筒容器の寸法形状精度 
について研究成果が得られ、順次、成果公表している。 
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1.製品事例：自動車部品(例えばプライマ
リーピストン、ドライビングプレート) 
2.従来、鍛造や溶接により成形していた
部品の軽量化と一体化 
工程数削減のための
底部圧縮複合深絞り
加工法 自動車産業における
小物部品の軽量化・低
コスト化・高精度化を
目指した「金属板材複
合成形加工法」 
多段成形による容
器状製品の加工→
素材・工具の開発 
工程数の低減 
均一肉厚成形品 
寸法形状精度向上 容器肩部強度向上
材料流動の向上 
金属板材の増肉
成形法の開発 
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